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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】安全管理のため防火情報を生成し、防火システ
ムのコンピュータサーバに伝送する無線ゲートウェイを
備えるインターネット促進防火システムを提供する。
【解決手段】防火システムは、消火器、ホースリール、
防火扉、非常脱出口表示灯、非常灯、スプリンクラタン
クおよびスプリンクラシステム、ＣＯ２、一酸化炭素の
レベルを監視するためのシステムなどを含む複数のスマ
ート防火機器および設備を備える。これらは、ＩｏＴイ
ンタフェース機器および無線ゲートウェイにより、コン
ピュータサーバおよび電子通信ネットワークに接続され
る。ＩｏＴインタフェース機器は、防火機器および設備
の動作条件を検出するための複数のセンサを有し、セン
サから得られたデータは、サーバにより分析され、解釈
される。防火機器および設備は、それぞれ電子的に接続
されるので、その動作状態に関するデータおよび情報を
リアルタイムで、２４時間年中無休で伝送する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　インターネット促進防火システムであって、
　（ａ）火災を消すための機器を含む複数の防火機器と、
　（ｂ）特定の環境でＣＯ２、ＣＯのレベルを監視するための機器を含む監視装置と、
　（ｃ）前記特定の環境の構成要素（ａ）および（ｂ）により生成されたデータを伴い上
記の構成要素（ａ）および（ｂ）と通信するための、複数のセンサを含み、ソフトウェア
を伴うＩｏＴインタフェース機器と、
　（ｄ）電子通信ネットワークおよびコンピュータサーバに接続されている無線ゲートウ
ェイであって、それにより、
　前記データは、前記無線ゲートウェイを通って前記防火システムの前記コンピュータサ
ーバに伝送され、安全管理のために重要な防火情報を生成するために、同期して処理され
、変換される無線ゲートウェイと、
　を備えるインターネット促進防火システム。
【請求項２】
　前記特定の環境の前記データは、分析し、前記分析に基づき意思決定を行うために、前
記防火システムを介して制御室内の職員に向けて伝送される、請求項１に記載のインター
ネット促進防火システム。
【請求項３】
　前記ＩｏＴインタフェース機器は、統合されたソフトウェア、および前記防火機器から
データを得るための複数のセンサを具備する、請求項１に記載のインターネット促進防火
システム。
【請求項４】
　パーソナルコンピュータ、タブレット、および／または携帯電話などのさまざまな電子
機器を介して前記防火システムの情報にアクセスすることができる、請求項１に記載のイ
ンターネット促進防火システム。
【請求項５】
　（ｅ）異なる動作様態にアクセスする、および／または報告を受信および提出するため
にアクセスすることが可能な移動体アプリケーション
　をさらに備える、請求項１に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項６】
　伝送される前記データはリアルタイムである、請求項１に記載のインターネット促進防
火システム。
【請求項７】
　前記コンピュータサーバは、伝送された前記データに基づき異常な状況の存在を判断す
るためのソフトウェアを含む、請求項１に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項８】
　（ｇ）特定の領域の環境条件の異常性に応答する追加のソフトウェアまたはアプリケー
ションをさらに備える、請求項１に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項９】
　防火ハードウェアまたはソフトウェアに関する情報は、携帯電話、パーソナルコンピュ
ータ、タブレットなどを含む複数の通信機器からアクセス可能である、請求項１に記載の
インターネット促進防火システム。
【請求項１０】
　前記システムは、リアルタイムで建築物の安全規制の遵守を監視するための検出および
フィードバックシステムを提供する、請求項１に記載のインターネット促進防火システム
。
【請求項１１】
　前記ソフトウェアまたは前記アプリケーションは、前記防火および管理システムに関す
る報告、写真、およびビデオにアクセスする／それらを受信および提出することができる
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、請求項１に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項１２】
　スマート防火機器は、二酸化炭素および一酸化炭素のレベルを監視するために、消火器
、ホースリール、防火扉、非常脱出口表示灯、非常灯、およびスプリンクラシステムから
なるグループから選択される、請求項１に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項１３】
　前記スマート防火機器および設備はすべて、前記ＩｏＴインタフェース機器により接続
されている、請求項１に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項１４】
　前記電子通信ネットワークは、無線ゲートウェイ、動き検出器、煙検出器、画像を定期
的に取り込むためのカメラ、および活動を連続的に取り込み、記録するためのビデオカメ
ラを含む、請求項１に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項１５】
　前記スマート防火機器は、前記消火器の漏出を検出するように、周囲温度を取り込むよ
うに、音響強度を取り込むように、光強度を監視するように、および近傍の湿度および温
度を監視するように機能する、請求項１に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項１６】
　すべての情報およびデータは、前記制御室の中で表示される、請求項１に記載のインタ
ーネット促進防火システム。
【請求項１７】
　防火機器および設備を使用できないようにし得る、前記防火機器および設備の障害物を
調べる、請求項１に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項１８】
　防火システムの消火器を監視する方法であって、
　（ｉ）前記消火器に装備されたロードセルを初期化し、基準として温度と共に、ロード
・セル・データを記録するステップと、
　（ｉｉ）データの収集をスケジュールするステップと、
　（ｉｉｉ）前記ステップ（ｉｉ）で収集した前記データを、温度補償し、前記ステップ
（ｉ）の基準データと比較するステップと、
　（ｉｖ）前記ステップ（ｉｉｉ）で差が０．５％だけ超える場合、漏出と判断するステ
ップと、
　（ｖ）前記防火システムの制御室に信号を送信することにより、是正措置のために警告
を発するステップと
　を備える消火器を監視する方法。
【請求項１９】
　警報、および光センサと、温度センサと、湿度センサと、トリガセンサとを含有するノ
ードが、前記防火システム内部に据え付けられる、請求項１８に記載の消火器を監視する
方法。
【請求項２０】
　前記消火器の前記漏出が検出された場合、前記警報が発報される、請求項１９に記載の
消火器を監視する方法。
【請求項２１】
　コンピュータネットワークを介して、前記ステップ（ｖ）の前記是正措置に関する情報
を前記防火システムの前記制御室に転送するステップをさらに備える、請求項１８に記載
の消火器を監視する方法。
【請求項２２】
　前記複数のセンサは、環境条件検出器の感度パラメータを伴う、請求項１に記載のイン
ターネット促進防火システム。
【請求項２３】
　前記コンピュータネットワークは、メッセージを受信および処理し、前記メッセージに
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応答することができるようにする、請求項１に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項２４】
　前記ソフトウェアは、前記インターネットを介して転送される運用者が指定する検出器
パラメータを確立するための制御ソフトウェアを含む、請求項１に記載のインターネット
促進防火システム。
【請求項２５】
　固定タイミングで情報をリアルタイムで監視し、収集して、前記防火システム内部の任
意の異常な問題にユーザが対処可能にするためのノード機器をさらに備える、請求項１に
記載のインターネット促進防火システム。
【請求項２６】
　前記ユーザは、前記ノード機器に接続された任意の電気設備を作動させる、請求項２５
に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項２７】
　前記ノード機器は、無線で動作する、請求項２６に記載のインターネット促進防火シス
テム。
【請求項２８】
　前記防火機器は、複数のセンサを通して、前記ノード機器または前記防火製品から問題
を得ることができる、請求項２５に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項２９】
　少なくとも１つのノード機器により複数のゲートウェイが接続される、請求項２５に記
載のインターネット促進防火システム。
【請求項３０】
　データ管理システムをさらに備え、前記データ管理システムへのインターネット接続を
介して情報を記憶することができる、請求項１に記載のインターネット促進防火システム
。
【請求項３１】
　前記情報は、ユーザが防火設備を作動可能にするように収集され、これらの前記防火設
備は、前記ノード機器に接続される、請求項１に記載のインターネット促進防火システム
。
【請求項３２】
　前記防火システム内部の前記スプリンクラシステムについて、前記スプリンクラタンク
の水位、ポンプ条件、および水道管路内の圧力のリアルタイム監視を調べて、前記スプリ
ンクラシステムの異常性の検出を可能にする、請求項１に記載のインターネット促進防火
システム。
【請求項３３】
　前記スプリンクラシステムは、複数のセンサを装備する、請求項３２に記載のインター
ネット促進防火システム。
【請求項３４】
　前記センサは、圧力センサ、トリガセンサ、温度センサ、湿度センサ、およびポンプセ
ンサを含む、請求項３３に記載のインターネット促進防火システム。
【請求項３５】
　水位距離センサを提供して、前記スプリンクラシステムのスプリンクラ水槽内の水を監
視する、請求項３３に記載のインターネット促進防火システム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、建築物および／または構造物に据え付けられた防火機器および設備に関する
データを制御室から収集可能にするためにＩｏＴ（Ｉｎｔｅｒｎｅｔ　ｏｆ　Ｔｈｉｎｇ
ｓ）インタフェース機器を介して接続された、これらのすべての防火機器および設備のた
めのスマート防火システムに関する。より詳細には、本発明は、イントラネットおよび／
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またはインターネットなどのコンピュータネットワークを介して遠隔で監視および制御す
るためのシステムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　事業所、資産管理グループ、または政府機関などの、複数の敷地を所有する、監督する
、または管理する組織は、そのような遠隔にある分散した敷地が、多くの場合それぞれの
資産の区域を一部またはすべて監視するために、１つまたは複数の連続して独立に動作す
る火災警報システム、セキュリティシステム、建築物制御システムなどを有するという点
で、管理およびコミュニケーションの問題に直面する。１つ以上の警報条件を報告する目
的で、火災監視システムから地方の消防署への通信リンクを設けることは公知である。し
かしながら、そのような通信リンクは、組織管理に警告または警報の指示を必ずしも提供
しない。そのようなリンクは、その他のタイプのシステムに対して情報を伝え得ない。
【０００３】
　建築物のための防火および管理システムは、ＩｏＴ技術の採用の点で、多くの事業部門
よりも遅れている。現在、防火機器および設備は、保守のために手作業で検査され、これ
は、時間がかかり、事前対策とならない。保守はまた、技術スタッフが防火設備の検査を
行わなければならないので、労働集約的である。場合によっては、防火設備の一部が作動
しなくなり、故障が観察されたとき、または一定期間後、修理または保守に関して報告さ
れ得るだけである。スプリンクラシステムなどのいくつかの防火機器は、事後対応的であ
り、火災に反応してオンになるだけである。しかしながら、スプリンクラシステムのスプ
リンクラタンクの水が少ない場合、そのような情報は、制御室または防火管理者に中継さ
れず、火災があった場合、スプリンクラシステムは、依然としてオンになり、こともあろ
うにうろたえるだけである。
【０００４】
　防火部門で生産性向上を制限する別の要因は、集中型電子システムの中にすべての機器
および設備が統合されていないことであり、統合により、安全機器および設備の変化を検
出および報告することができるだけではなく、これらの安全機器および設備の周囲に関す
る重要な情報を検出および報告することができ、したがって、防火管理者が救済措置を決
定し得る。
【０００５】
　通常の状況下では、さまざまな安全機器および設備は、異なる技術仕様書を用いて異な
る製造業者により作成されるので、これらの機器および設備を編成し、配置し、統合する
ことは困難である。各タイプの機器および設備の据付けは、異なる供給者により行われる
。最後に、各タイプの防火機器および設備の保守は、そのような機器および設備を据え付
けた、異なる供給者により行われる。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　建築物内の防火および管理システムが現在直面する重要な不利な点すべては、すべての
機器および設備の動作を統合し、これらの機器および設備の状態を監視し、周囲を監視し
、即時に行動するために、各安全機器および設備が検出した突然の変化を制御センタに伝
達するシステムにより克服されることが望ましい。
【０００７】
　各機器および設備が常に最適な動作条件で維持されるように、改善されたインターネッ
ト促進防火システムが、各機器および設備の動作状態を連続的に監視し、事前対策となる
ように、そのような機器／設備のどんな故障または障害もただちに報告することもまた望
ましい。そのような防火および管理システムは、安全管理者または制御室が苦もなくシス
テム全体を監視および制御することが可能になるスマート／ＩｏＴシステムにより理想的
には制御されるべきである。制御室が、普通ではない任意の出来事に反応し、それにより
時間をむだにするのではなく、むしろそのような出来事に事前対策となるように応答し、
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人間の生命および財産に関しても金銭に関しても、より大きな損害および損失の可能性を
低減することができれば有利であろう。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　本発明の主要な目的は、インターネット促進防火システムおよびリアルタイム監視シス
テムを提供することであり、防火システムは、
　消火器、ホースリール、防火扉、非常脱出口表示灯、非常灯、スプリンクラタンクおよ
びスプリンクラシステム、ＣＯ２および／または一酸化炭素のレベルを監視するためのシ
ステムだけではなく、他の防火資産を含むスマート防火機器および設備の構成を備え、
　スマート防火機器および設備の各々は、ＩｏＴインタフェース機器および無線ゲートウ
ェイにより電子通信ネットワークおよびコンピュータサーバに接続されており、各ＩｏＴ
インタフェース機器は、それぞれの安全機器、設備状態、およびそれらの周囲の状況に関
するデータを伝達するために、複数のセンサおよびソフトウェアアルゴリズムを装備し、
さらに前記データは、無線ゲートウェイを通してインターネット促進防火システム内のコ
ンピュータサーバに伝送され、重要な意思決定をするための重要な防火情報を生成するた
めに、先進的アルゴリズムおよび最新式分析ツールを使用して、同期してさらに処理およ
び変換される。
【０００９】
　本発明の目的は、
　（ａ）火災を消すための機器を含む複数の防火機器と、
　（ｂ）特定の周囲でＣＯ２、ＣＯのレベルを監視するための機器を含む監視装置と、
　（ｃ）特定の周囲の構成要素（ａ）および（ｂ）により生成されたデータを伴い上記の
項目（ａ）および（ｂ）と通信するための、複数のセンサを含み、ソフトウェアを伴うＩ
ｏＴインタフェース機器と、
　（ｄ）電子通信ネットワークおよびコンピュータサーバに接続されている無線ゲートウ
ェイであって、それにより、
　データは、無線ゲートウェイを通って防火システムのコンピュータサーバに伝送され、
安全管理のために重要な防火情報を生成するために、同期して処理され、変換される無線
ゲートウェイと、
　を備えるインターネット促進防火システムおよびリアルタイム監視システムを提供する
ことである。
【００１０】
　本発明のまた別の目的は、インターネット促進防火システムを提供することであり、各
防火機器および設備は、電子通信ネットワークに電子的に接続され、それぞれ、報告する
ために、さらに分析するために、意思決定のために、防火性を遵守するために、または防
火および管理システムの制御室の職員がただちに保守の措置をとるために、各安全機器お
よび設備の動作状態、または各安全機器および設備の周囲に関するデータおよび情報をリ
アルタイムで、２４時間年中無休で伝送する。
【００１１】
　本発明のさらに別の目的は、インターネット促進防火システムおよびリアルタイム監視
システムを提供することであり、統合されたソフトウェアおよびこれらの既存の防火ハー
ドウェアからデータを得るためのセンサを有するＩｏＴインタフェース機器は、インター
ネットを通して、制御室に接続されたサーバにデータを伝送し、この場合、そのようなデ
ータをリアルタイムで監視して、防火管理のために、ただちに是正措置をとり、保守し、
意思決定することが可能になる。
【００１２】
　本発明の別の目的は、パーソナルコンピュータ、タブレット、および／または携帯電話
を含むさまざまな電子機器から、防火および管理システム内に維持されるような防火ハー
ドウェアに関する情報にユーザがアクセスすることができるようにするインターネット促
進防火システムおよびリアルタイム監視システムを提供することである。
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【００１３】
　本発明のさらに他の目的は、
　（ｉ）消火器に装備されたロードセルを初期化し、基準として温度と共にロード・セル
・データを記録するステップと、
　（ｉｉ）データの収集をスケジュールするステップと、
　（ｉｉｉ）ステップ（ｉｉ）で収集したデータを、温度補償し、ステップ（ｉ）の基準
データと比較するステップと、
　（ｉｖ）ステップ（ｉｉｉ）で差が０．５％だけ超える場合、漏出を判断するステップ
と、
　（ｖ）防火システムの制御室に信号を送信することにより、是正措置のために警告を発
するステップと、
　を備える防火システムの消火器を監視する方法を提供することである。
【００１４】
　本発明の他の目的は、インターネット促進防火システムおよびリアルタイム監視システ
ムを提供することであり、移動体アプリケーションが使用され、異なる動作様態にユーザ
がアクセスできるようにし、および／または、防火および管理システムに関係がある報告
、写真、およびビデオを受信および提出するためにアクセスできるようにする。
【００１５】
　本発明のさらに他の目的は、インターネット促進防火システムおよびリアルタイム監視
システムを提供することであり、そこでは、フィードバックシステムがリアルタイムで使
用され、建築物での安全規制の順守を監視する。
【００１６】
　次に、本発明、本発明の利点、および本発明を使用することにより達成される目的をよ
りよく理解するために、添付図面を参照されたい。添付図面は、本発明の１つまたは複数
の実施形態を例示し、本明細書の記述と共に本発明の動作および原理を説明するのに役立
つ。図は、本発明を、図示されるものに決して限定しない。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】本発明によるインターネット促進防火システムおよびリアルタイム監視システム
に関する流れ図を示す。
【図２】本発明による、建築物または施設の中に据え付けられた、インターネット促進防
火システムのスマート消火器のセットアップを示す。
【図３】本発明による、建築物または施設内部の特定の場所に据え付けられた、インター
ネット促進防火システムの１組のスマート消火器のセットアップを示す。
【図４】本発明による、建築物または施設の中に据え付けられた、インターネット促進防
火システムの、ＣＯ２および／または一酸化炭素のレベルを監視するためのスマートＣＯ

２および／または一酸化炭素検出サブシステムのセットアップを示す。
【図５】本発明による、建築物または施設の中に据え付けられた、インターネット促進防
火システムのスマート・ホース・リール（８）のセットアップを示す。
【図６】本発明による、建築物または施設の中に据え付けられた、インターネット促進防
火システムの、ＩｏＴインタフェース機器（３）および無線ゲートウェイ（２）に接続さ
れた、動き検出器（５）を伴うスマート・ホース・リール（８）の別のセットアップを示
す。
【図７】本発明による、インターネット促進防火システムのスマート防火扉、非常脱出口
表示灯、および非常灯のサブシステムのセットアップを示し、建築物または施設の中の近
傍で作動するこれらの異なる機器および設備を示す。
【図８】本発明による、動作過程に関連するスマート消火器の流れ図を示す。
【図９】本発明による、防火および管理システム内にある温度コントローラの動作の流れ
図を示す。
【発明を実施するための形態】
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【００１８】
　本発明は、インターネット促進防火システムに関する。防火システムは、
　（ａ）火災を消すための機器を含む複数の防火機器と、
　（ｂ）特定の環境でＣＯ２、ＣＯのレベルを監視するための機器を含む監視装置と；
　（ｃ）特定の環境の構成要素（ａ）および（ｂ）により生成されたデータを伴い上記の
構成要素（ａ）および（ｂ）と通信するための、複数のセンサを含み、ソフトウェアを伴
うＩｏＴインタフェース機器と、
　（ｄ）電子通信ネットワークおよびコンピュータサーバに接続されている無線ゲートウ
ェイであって、それにより、
　データは、無線ゲートウェイを通して防火システムのコンピュータサーバに伝送され、
安全管理のために重要な防火情報を生成するために、同期して処理され、変換される無線
ゲートウェイと、
　を備える。
【００１９】
　本発明の好ましい実施形態によれば、図１に示すように、防火システムおよびリアルタ
イム監視システムは、（ｉ）リアルタイム監視機器として機能する複数のノード機器と、
（ｉｉ）通信ネットワーク（２０）と、（ｉｉｉ）データ管理システム（３０）と、（ｉ
ｖ）携帯電話、ＰＣ、またはラップトップを含む複数の通信機器（４０）とを備える。
【００２０】
　防火システム（１００）は、ＩｏＴインタフェース機器を統合されたソフトウェアおよ
びセンサと接続することにより、既存の防火ハードウェアを利用して、これらの既存の防
火ハードウェアからデータを得て、インターネットを通して、制御室に接続されたサーバ
（２０）にデータを伝送する。データをリアルタイムで監視して、防火管理のために、お
よび防火要件を法的に遵守するために、ただちに是正措置をとり、保守し、意思決定する
ことが可能になる。
【００２１】
　既存の防火機器および設備は、どんな形態のデータも伝送しないので、防火および管理
システムは、ＩｏＴインタフェース機器を使用して、各機器および設備を接続して、デー
タを得る。動作および保守のためのデータを得るために、ＩｏＴインタフェース機器は、
生データを検知し、処理し、計算するために適合したセンサならびにソフトウェアおよび
アルゴリズムを有し、防火資産の各部分の動作状態に関するリアルタイムな情報を導出し
、さらに分析し、報告し、制御室内の職員が意思決定するために、動作情報をサーバにリ
アルタイムで送信する。本発明によれば、センサは、精密ロードセルを使用して、気体の
損失（漏出）による重量のわずかな差を検出することにより漏出を検出する（消火器の（
動作）状態を瞬時に知ることができる）ためのセンサと、（漏出の検出と同様に）所在不
明の消火器を検出するためのセンサと、センサの前１ｍの検出距離に設定された超音波セ
ンサを使用して、障害物（接近可能性）を検出し、したがって、近傍で障害を引き起こす
任意の品目を検知し、そのような出来事を制御室にただちに報告するためのセンサと、（
周囲の温度読取り値をフィードバックするための温度センサを使用することにより、およ
びユーザが電気器具を作動させる必要がある場合は起動を可能にするためのリレーを含む
ことにより）周囲温度を捉えるセンサと、（音響強度センサを使用して、を警報が作動す
るデシベルの検出できるように範囲を設定することにより）音響強度を捉えるセンサ、な
らびに誤警報、警報試験、および実際の火災の状況を報告するための適したソフトウェア
およびアルゴリズムと、光強度を監視する（エネルギー節約）ためのセンサと、近傍の湿
度および温度を監視するためのセンサと、フロー・スイッチ・センサを使用して管内の水
の動きを検出することによって漏出を検出するためのセンサと、ホースリールが適切であ
って、防火以外の目的で使用されていないように利用を確認するために流量センサを使用
することによりホースリールの誤用を検出するためのセンサと、予備電池の状態を知るた
めに電圧を測定することにより予備電池の状態を監視するためのセンサと、光の存在を検
出するための光強度センサを用いて非常脱出口表示灯の状態を監視するためのセンサと、
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スプリンクラタンク内の水位を検出し、計算するための超音波センサと、スプリンクラシ
ステム内の作動圧力範囲を確認するための圧力センサと、周囲のＣＯ２レベルを監視する
ためのＣＯ２センサと、周囲のＣＯレベルを検出するための一酸化炭素センサとを含む。
上述のセンサの他に、他のタイプのセンサもまた有用であり得る。
【００２２】
　ＩｏＴ機器は、安全ハードウェアの各部分を接続するために無線ゲートウェイを使って
作動して、安全ハードウェアの状態に関するデータを伝送し、これらのデータは、ソフト
ウェアおよびアルゴリズムにより処理および分析され、電子ネットワークおよびインター
ネットを通してコンピュータサーバおよびクラウドに伝送され、敷地内または敷地外にあ
り得る制御室により受信される。
【００２３】
　図１は、本発明によるインターネット促進防火システムおよびリアルタイム監視システ
ムの流れ図を示す。防火機器は、複数のノードにより搭載され、ノードは、ゲートウェイ
に接続される。防火および管理システムは、防火資産の利用に最適な費用を目的として機
器および設備の構成に、電子的に接続される。機器および設備の構成は、消火器、ホース
リール、防火扉、非常脱出口表示灯、非常灯、スプリンクラタンク、スプリンクラシステ
ム、ならびに周囲の範囲内にあるＣＯ２および／または一酸化炭素のレベルを監視するた
めのシステムを含む。上記に示す安全機器および設備のリストは、例として示され、した
がって、網羅的ではない。安全機器および設備はまた、本明細書では「安全ハードウェア
」または「安全資産」と集合的に呼ばれ得る。
【００２４】
　防火設備の各部分に適切なタイプのセンサを伴うＩｏＴインタフェース機器の他に、他
のタイプの機器もまた、機器および設備の動作効率を高めて、これらを一つの効果的な電
子通信ネットワークに統合するために据え付けられ、他のタイプの機器は、無線ゲートウ
ェイ、動き検出器、煙検出器、定期的に画像を取り込むためのカメラ、および活動を定期
的に取り込み、記録するためのビデオカメラを含む。上記で列挙したような、防火および
管理システム（１００）に接続すべき機器は、網羅的ではない。
【００２５】
　既存の機器および設備は、それぞれプラグ・アンド・プレイ動作可能なＩｏＴインタフ
ェース機器により防火および管理システムに接続される。ＩｏＴインタフェース機器を使
用することにより、任意の製造業者により作成されたすべての防火機器および設備を防火
および管理システムの中にただちにインタフェースで接続することが可能になる。ＩｏＴ
インタフェース機器を使用することにより、現在の安全機器および設備を新しいＩｏＴ動
作可能な組込機器および設備と交換する費用が節約される。さらにまた、ＩｏＴインタフ
ェース機器を使用することにより、現在の安全機器および設備が、ＩｏＴインタフェース
機器を追加することにより、依然として使用されるので、防火および管理システムを容易
に、かつ迅速に実装することが可能になる。
【００２６】
　防火および管理システムは、建物の中にあり得る、またはインターネットを通して連結
されて敷地外にあることができる、制御室を含む。防火および管理システムは電子ネット
ワークであるので、同じ建築物または施設内にある別個の事業単位の監理者などの他のユ
ーザは、自分たちの事業所の防火動作に関する報告だけではなく、建築物または施設全体
の動作効率に関する全体報告も受信し得る。そのような報告は、リアルタイムであり得る
、またはよりよい報告のために照合され得る。
【００２７】
　ユーザが、異なる動作様態にアクセスすることができるように、および／または防火お
よび管理に関係がある報告を受信し、投稿することができるように、移動体アプリケーシ
ョンが使用されることが想定される。したがって、ユーザは、パーソナルコンピュータ、
タブレット、および携帯電話を含むさまざまな電子機器から防火および管理システムにア
クセスして、報告を得られ得る。
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【００２８】
　防火および管理システム内部の機器および設備すべてのリアルタイムな監視は、電子的
に行われ、各安全機器および設備に接続されたＩｏＴインタフェース機器に連結された無
線ゲートウェイにより伝達される。いくつかの安全機器および設備を、費用効果的に導入
するために、領域内の無線ゲートウェイに連結され得る可能性もまたある。各安全機器お
よび設備からの機械データは、ＩｏＴインタフェース機器のおかげで、無線ゲートウェイ
に無線で、かつ安全に転送される。取り込まれるデータの量が膨大であるために、および
効率的に動作させるために、防火および管理システム全体の動作から生じるすべてのデー
タは、敷地外の場所にあるサーバにより保持され、連結される。データストリーム統合、
前処理、ＥＴＬおよび高度な分析論、ビッグデータ記憶／ウェアハウス、ならびにＡＰＩ
サーバを組み合わせて、ＩｏＴ技術を使用して防火システムを作動可能に、かつ費用効率
的にする。データは、非常事態の際に、重要な意思決定をするための重要な防火情報を生
成するために、高度なアルゴリズムおよび最新式分岐ツールを使用して、同期して処理さ
れ、変換される。同じデータは、さらに分析されて、追跡調査行動または原価管理再検討
のために、定期的に、または臨機応変に送信される報告にされる。
【００２９】
　防火および管理システム、ならびに図形記号により示されるシステムのいくつかの構成
要素の動作を簡単に例示する図２～図９を参照して、本発明の防火および管理システムの
動作様態に関連して、各タイプの防火機器および設備の機能について説明する。
【００３０】
　図２は、建築物または施設の中に据え付けられた、インターネット促進防火システムの
スマート消火器のセットアップを示す。図３は、建築物または施設内部の特定の場所に据
え付けられた、インターネット促進防火システムのスマート消火器のクラスタのセットア
ップを示す。
【００３１】
　防火および管理システムでＩｏＴインタフェース機器（３）および無線ゲートウェイ（
２）を装備するスマート消火器（１）の機能／特徴は、以下のようなものである：－
　ａ．漏出を検出する（精密ロードセルを使用して、気体の損失（漏出）による重量のわ
ずかな差を検出することにより、各消火器（１）の（動作）状態を瞬時に知ることができ
る）。
　ｂ．所在不明の消火器を検出し（漏出と同様）、障害物（接近可能性）を検出する（セ
ンサの前１メートルの検出距離に設定された超音波センサを使用して、したがって、近傍
で妨害を引き起こす任意の項目を検知して、そのような出来事を制御室にただちに報告す
る）。
　ｃ．周囲温度を捉える（周囲の温度読取り値をフィードバックするための温度センサを
使用することにより、およびユーザが電気器具を作動させる必要がある場合は起動を可能
にするためのリレーを含まれ得る）。したがって、敷地内で火災が伴う状況では、制御室
は、ホットゾーン領域に関するフィードバックを得ることが可能になる。
　ｄ．音響強度を捉える（音響強度センサを使用して、音響強度センサを警報が作動する
デシベルを検出可能な範囲に設定することによる）。原則は、警報試験中に警報が音を長
く出し過ぎないことである。したがって、警報ベル保守の間にゾーン内部のすべての音響
センサが警報音を検出することができる場合、警報システムは、適切に作動していると考
えられる。
　ｅ．光強度を監視する（エネルギー節約）。これは、防火および管理システムが、光強
度センサを通して、ある場所に光が存在するか存在しないかを検出し得る場合に追加され
る特徴である。光強度を監視することにより、制御室内の防火運用者が、任意の不要な照
明のスイッチを切ることが可能になり、それにより、エネルギー消費が低減され、費用が
節約される。
　ｆ．近傍の湿度および温度を監視し、それにより、制御室および建築物監理者に、施設
内部のエネルギー使用量に関するよりよい洞察および情報を提供する。
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【００３２】
　図４は、インターネット促進防火システムの、ＣＯ２および／または一酸化炭素のレベ
ルを監視するためのスマートＣＯ２および／または一酸化炭素検出サブシステムのセット
アップを示す。ＣＯ２および／または一酸化炭素を監視するためのスマート監視システム
の機能／特徴は、駐車場および台所などの場所でＣＯ２および／または一酸化炭素のレベ
ルを監視するために、ＩｏＴインタフェース機器（３）を装備した既存のＣＯ２および／
または一酸化炭素検出器（６）を使用する。煙検出器（４）、動き検出器（５）、および
スプリンクラ（７）などの他のタイプのセンサは、通常は同じ近傍の範囲内に、前記近傍
をより効果的に監視するために、一緒にグループ化される。これらの監視は、以下のよう
に作動する：－
　ａ．スマートＣＯ２および／または一酸化炭素検出サブシステムは、異常に高いレベル
のＣＯ２および／または一酸化炭素を自動的に検出し、排気用扇風機を作動させて、近傍
のＣＯ２および／または一酸化炭素を取り除く。これは、ＣＯ２センサを使用して、周囲
のＣＯ２レベルを監視することによる。
　ｂ．一酸化炭素センサは、通常地下駐車場の内部で使用されるが、そのような閉鎖空間
は、一酸化炭素濃度が高い傾向があるからである。したがって、一酸化炭素のレベルを監
視しなければならず、不幸な出来事が発生するいかなる可能性も低減するために即座に行
動がとられなければならない。
　ｃ．この場合、防火および管理システムは、ＣＯ２および／または一酸化炭素の濃度が
高いことに関する警告を制御室に発する。次いで、システムは、排気用扇風機をオンにし
て、ＣＯ２および／または一酸化炭素を取り除く。警告だけではなく排気用扇風機も、Ｃ
Ｏ２および／または一酸化炭素のレベルが、設定された安全限界の範囲内になるまで、連
続的に作動する。安全限界の範囲内に達すると、システムは、警告だけではなく排気用扇
風機もオフにする。次いで、防火および管理システムの状態は、スマートＣＯ２および／
または一酸化炭素検出サブシステムを「正常」に戻す。
【００３３】
　いくつかの領域では、スマート煙検出器およびスマート動き検出器は、無線ゲートウェ
イを通してＩｏＴインタフェース機器により伝送されたデータ分析を補完して、制御室運
用者が、ＩｏＴインタフェース機器の近傍の状況をさらに評価して、スプリンクラシステ
ム（７）を動作させる、またはスプリンクラシステム（７）の起動を無効にする決定を行
う。
【００３４】
　図５は、建築物または施設の中に据え付けられた、インターネット促進防火システムの
スマート・ホース・リール（８）のセットアップを示す。図６は、建築物または施設の中
に据え付けられた、インターネット促進防火システムの、ＩｏＴインタフェース（３）お
よび無線ゲートウェイ（２）に接続された、動き検出器（５）を伴うスマート・ホース・
リール（８）の別のセットアップを示す。防火および管理システムでＩｏＴインタフェー
ス機器を装備するホースリールの機能／特徴は、以下のようなものである：－
　ａ．フロー・スイッチ・センサを使用して、管内の水の動きを検出することによって漏
出を検出する。
　ｂ．ホースリールが適切であり、かつ防火以外の目的で使用されていないように、流量
センサを使用して利用を確認することによってホースリールの誤用を検出する。
【００３５】
　防火および管理システムでＩｏＴインタフェース機器を装備するスプリンクラタンク（
図のいずれにも示さず）の機能／特徴は、以下のようなものである：－
　ａ．超音波センサを使用して、水位を検出し、計算することによって、スプリンクラタ
ンクの水位を検出する。
【００３６】
　図７は、インターネット促進防火システムのスマート防火扉（９）、スマート非常脱出
口表示灯（１０）、およびスマート非常灯のサブシステムのセットアップを示し、建築物
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または施設の中の近傍で一緒に作動する、これらの異なる機器および設備を示す。
【００３７】
　防火および管理システムでのスマート防火扉（９）およびその開／閉状態の機能／特徴
は、以下のようなものである：－
　ａ．防火扉の位置を検出するためのオン／オフスイッチまたは超音波スイッチ。
【００３８】
　図７を参照すると、防火および管理システムでのスマート非常脱出口表示灯（１０）の
機能／特徴は、以下のようなものである：－
　ａ．非常脱出口表示灯は、任意の条件の下でいつも目に見えることが重要であるので、
常にオンでなければならない。
　ｂ．電圧を測定して、予備電池の状態を知ることにより、予備電池の状態を監視する。
　ｃ．光の存在を検出するために、光強度センサを用いてスマート非常脱出口表示灯（１
０）の状態を監視する。光がまったく検出されない場合、その状態は、制御室にただちに
伝達され、その結果、制御室は、非常脱出口表示灯を調べて、白熱電球が作動していない
かどうかを確認して、必要に応じて白熱電球を交換することになる。この場合、防火およ
び管理システムは、是正措置がとられるように、制御室に警告を発する。欠陥のある白熱
電球が交換されるまで、警告は、連続的にオンに設定される。欠陥のある白熱電球が交換
されると、システムは、警告をオフにして、非常脱出口表示灯の状態を「正常」に戻す。
【００３９】
　さらにまた図７を参照すると、防火および管理システムでのスマート非常灯の機能／特
徴は、以下のようなものである：－
　ａ．予備電池の状態、電圧を測定して、予備電池の状態を知る。
　ｂ．照明の検査－リレーを使用して、試験スイッチを作動させ、光強度センサを通して
フィードバックを得て、作動状態を確認する。
　ｃ．照明がまったく存在しない場合の動き検出器（５）。
【００４０】
　この場合、防火および管理システムは、是正措置がとられるように、制御室に警告を発
する。非常灯が適切に機能するまで、警告は、連続的にオンに設定される。非常灯が適切
に機能すると、システムは、警告をオフにして、スマート非常灯の状態を「正常」に戻す
。
【００４１】
　防火および管理システムでのスマート・スプリンクラ・システム（図示せず）状態監視
モジュールの機能／特徴は、以下のようなものである：－
　ａ．圧力センサを使用して、作動圧力範囲を確認する。
【００４２】
　図８および図９は、インターネット促進防火システムの構成要素に関する簡単な処理の
流れを示す。これらの処理の流れは、ＩｏＴインタフェース機器内のセンサと、防火およ
び管理システム内のソフトウェアおよびアルゴリズムと、建築物または施設内のそれぞれ
の場所にある物理的ハードウェアに接続されたＩｏＴインタフェース機器との間の対話を
例示するために示されている。
【００４３】
　図８は、所在不明の、または漏出している消火器を検出する際の、本発明の防火および
管理システムのスマート消火器の処理の流れを示す。ソフトウェアおよびアルゴリズムを
使用することにより、ＩｏＴインタフェース機器内のセンサは、無線ゲートウェイを通し
て物理的パラメータの変化（重量減少など）を伝送する。重量減少が指定された範囲内で
ある場合、防火および管理システムは、スマート消火器が保守の時期にあることを報告す
る。重量がゼロである場合、制御室は、職員を派遣して、消火器が失われたか、それとも
誤って配置されたかを調査する。
【００４４】
　図９は、防火および管理システム内にある温度コントローラの処理の流れを示す。Ｉｏ
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Ｔインタフェース機器の中に据え付けられた温度コントローラは、スプリンクラシステム
内のさまざまなノードに接続され得る。指定された範囲／時間の中で温度が突然に上昇す
る場合、ソフトウェアおよびアルゴリズムを使用することによって、ＩｏＴインタフェー
ス機器内のセンサは、無線ゲートウェイを通して物理的パラメータのこれらの変化（突然
の温度上昇など）を伝送する。煙検出器、ならびにカメラまたはビデオカメラおよび動き
検出器などの他の機器が、突然の温度変化の報告を補完するために他のデータを提供する
こともまた通常のことである。近傍にあるさまざまな機器から得られるすべてのデータを
組み合わせて、防火および管理システムは、近傍に火災があることを報告する。制御室内
の職員、ならびに防火および管理システムは、プログラムされた手順を踏み、スプリンク
ラシステムを作動させて、指定された消防署に警告を送信する。防火および管理システム
は、防火および管理システムの他の構成要素を作動させて、建築物の他の部分からデータ
を得て、この結果、ビデオフィードにより補完された警告メッセージを通して包括的なリ
アルタイム評価を安全管理に与えて、安全管理が状況に対処できるようにする。
【００４５】
　防火および管理システムはまた、検出およびフィードバックシステムを通して、毎日２
４時間年中無休で建築物内の安全規制の遵守を監視するために使用される。
　ａ．選択された場所にある消火器および防火製品の適切な使用を確実にし、ＦＸ、ＨＲ
、消火栓弁、避難標識、非常灯、防火扉などのようなスマート防火機器および設備すべて
の動作状態を能動的に監視し、報告する。
　ｂ．非常事態の間に防火機器および設備を使用できないようにする、防火機器および設
備の障害物を調べる。
　ｃ．非常事態で使用するための避難経路の障害物を調べる。
　ｄ．危険を伴う製品が、指定された安全な領域に保管されることを確実にする。
　ｅ．必要なすべての防火製品が所定の位置にあり、保守が最新の状態であることを確実
にする。
　ｆ．すべての防火製品の適切な保守記録を残す。
　ｇ．制御室、ならびに敷地内の、および／または敷地外の運用者に、状態および／また
は注意を促す警告を能動的に送出する。
　ｈ．建築物全体に関する防火サービスおよび保守作業の生産性を改善する。
　ｉ．生産性を改善するために、集中化された監視システムですべての情報および活動を
捕捉し、制御室ですべての情報および活動を表示する。ユーザ向けの報告を生成する先進
的アルゴリズムおよび最新式分析ツールを使用して、全データは同期して処理され、転送
される。制御室および防火職員は、重要な防火情報を一日単位だけではなく、リアルタイ
ムで受信する。他のユーザは、業務上の目的で、照合された報告を設定された頻度で受信
し得る。
　ｊ．防火機器および設備の動作状態（保守、機能、および場所を含む）に関して防火機
器および設備の各項目を個々に手作業で調べるために必要な人的資源を低減し、建築物ま
たは施設のすべての領域を点検する必要を低減する。
【００４６】
　防火および管理システムは、移動体アプリケーション（図示せず）で作動し、それによ
り、保守作業者は追加の人的資源を必要とすることなく、ある種の機能を作動する助けと
なるように、すべて保守作業中に移動体アプリケーションを使用し得る。移動体アプリケ
ーションはまた、保守作業者が、保守報告を準備し、提出することを必要とすることなく
、安全機器および設備の任意の障害について制御室にただちに報告することができるよう
にする。移動体アプリケーションはまた、記録保管を改善するために、かつ事故報告の改
善された、より明確な基準のために、保守作業者が設備の写真を撮り、さらには設備のビ
デオを撮ることができるようにする。
【００４７】
　さらにまた、携帯電話のカメラ機能を使用して、警報盤の状態を取り込み、絶縁および
シミュレーションの目的でリレーを付け足し得る。
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【００４８】
　移動体アプリケーションは、毎月および毎年の保守作業負荷を低減し、その結果、生産
性が改善され、人的資源の費用が低減される。
【００４９】
　インターネット促進防火システムはまた、煙検出器保守作業中に支援するためにドロー
ンを使用し、それにより、生産性が高まる。
【００５０】
　本発明はまた、
　（ｉ）消火器に装備されたロードセルを初期化し、基準として温度と共に、ロード・セ
ル・データを記録するステップと、
　（ｉｉ）データの収集をスケジュールするステップと、
　（ｉｉｉ）ステップ（ｉｉ）で収集したデータを、温度補償し、ステップ（ｉ）の基準
データと比較するステップと、
　（ｉｖ）ステップ（ｉｉｉ）で差が０．５％だけ超える場合、漏出を判断するステップ
と、
　（ｖ）防火システムの制御室に信号を送信することにより、是正措置のために警告を発
するステップと、
　を備える防火システムの消火器を監視する方法に関する。
【００５１】
本発明の先進的効果
　本発明は、既存の防火管理が、さまざまな独立型防火ハードウェア機器および設備を、
動作状態および周囲の条件に関してリアルタイムでフィードバックを提供することができ
る効果的なスマート防火機器および設備のネットワークに編成、配置、統合することがで
きるようにする。
【００５２】
　本発明はまた、異なる技術仕様書を用いて、異なる製造業者により作製された既存の防
火ハードウェア機器および設備を、ソフトウェアおよびアルゴリズムを使用して２４時間
年中無休でフィードバックを提供する効果的な防火システムに統合することにより、既存
の防火ハードウェア機器および設備の費用対効果を高める。
【００５３】
　各タイプの防火機器および設備の保守は、そのような機器および設備を据え付けた異な
る供給者により行われ、さらにまた、周期的に手作業で調べられることはもはやなく、そ
れにより、運用費用は低減される。むしろ、防火および管理システムは、各タイプの防火
ハードウェアに関する報告をリアルタイムで、２４時間年中無休で提供する。
【００５４】
　リアルタイム記録保管を含む防火要件の遵守は、サーバにより定期的に電子記録を保管
し、報告を提供することによって達成され、その結果、運用費用が下がる。
【００５５】
　したがって、本発明は、制御室および防火管理にフィードバックを提供しない、既存の
独立した防火資産に対して、かなり有利になる。
【００５６】
　前述から、本発明の精神および範囲を逸脱することなく数多くの変形形態および修正形
態を達成し得ることがわかるであろう。本明細書に示す具体的装置に関しては、限定する
ことを意図することはまったくないこと、または限定することを意味するべきではないこ
とを理解されたい。当然のことながら、そのような修正形態がすべて特許請求の範囲の範
囲に入るとして、添付の特許請求の範囲に包含されることが意図される。
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